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10月の展望

〈日 本 株〉

　日本経済はGDPが4-6月期(2次速報)に前期比
0.7％増、年率3.0％増でプラス成長。1-3月期
に縮小した個人消費が増加、設備投資は増勢を強
めて内需が貢献した。7-9月期は自然災害で出
荷・供給制約で再びマイナス成長になろうが、堅
調な世界経済と円安で輸出は増勢を維持しよう。
　10月以降の日経平均株価は24000円台を意識
しそうだ。足元の日本株上昇要因は、①11月米
中間選挙に向けた貿易摩擦の鎮静化、②9月中間
決算での業績上方修正と自社株買い増加、などの
期待感が考えられる。需給面では、事業会社が
11週連続買い越しで自社株買いを継続。株式先
物市場では海外勢の買い越しが目立っている。
　投資対象はあらゆるモノがネットにつながる
『IoT』時代で、センサの用途拡大が期待されてい
る。世界半導体市場統計ではセンサの市場規模を
18、19年ともに前年比6％成長と見込む。特に
先進運転支援システムや自動運転高度化に伴い、
車載向けが注目分野。関連銘柄は画像センサのソ
ニー、光センサ及び素子のTDK、キーエンス、
ホトニクスなど。 (9/21 田部井)

日経平均株価は24000円台を意識した動きに日経平均株価は24000円台を意識した動きに

輸出主導の景気拡大は続く 9月の銘柄・業種別騰落率（8/31～9/20）



9月の市場動向
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　日経平均株価は8月末に一時2万3000円を回
復したが、9月に入り米国による対中追加関税の
発動を懸念し反落した。中国株安に加え、台風と
北海道での地震被害もあって手控えられ、6日夜
にトランプ米大統領の対日強硬姿勢が伝わると円
高が進行、2万2000円台前半まで下押した。
　8月の米雇用統計で平均時給が前年同月比
2.9%増と09年6月以来の伸びを示すと、米長期
金利が上昇。円高懸念が後退し株価は戻り歩調に
転じた。その後発表された工作機械受注(速報
値)では外需が前年同月比で21カ月ぶりのマイナ
ス転換、電子部品大手の月次売上高軟化や米国で
の半導体関連株急落など悪材料が続いた。ただ、
影響は限定的で、主力株中心に幅広く買われる動
きとなった。
　13日にトルコが利上げし新興国の通貨安懸念
が後退。円相場が112円／米ドル台に下落する
と2万3000円台を回復した。17日に米政権が対
中追加関税の税率を25％から年内は10％に引き
下げると2万3000円台後半へ上げ幅を拡げた。

(9/25 浅井)

米金利上昇で一段の円高懸念が後退

23000円前後の上値抵抗を突破23000円前後の上値抵抗を突破
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　9月に東京ビッグサイトで第20回自動認識総
合展が開催され、その中のセミナーで経産省が
17年4月に発表した｢コンビニ電子タグ1000億
枚宣言｣の進捗状況が紹介された。
　経産省と企業は16年から実証実験を開始(表
1)。その都度、検討項目を掲げて実用化を目指し
ている。16年は店舗実験、17年はサプライチェ
ーン(SC)の問題点把握まで進めた(図1参考)。
　背景はSCに生じる社会課題を解決すること。
具体的には小売業の人手不足と労務コスト上昇の
解消、食品ロスと返品を減らすことである。
　解決手段としてバーコードを電子タグへ移行す
る。電子タグはRFID(無線を利用して非接触で電
子タグのデータを読み書きする自動認識技術)を
利用することを想定している。

「コンビニ電子タグ1000億枚宣言」の進捗状況「コンビニ電子タグ1000億枚宣言」の進捗状況特集1

　RFID普及への主な課題は4点(表2)。①と②は
解決の目途が立ちつつあり、課題は③④。
　③はタグ代をメーカー負担とする方式は、メー
カーはパレット単位で出荷するため、個品管理に
重要性を感じておらず進捗は難しいもよう。新し
い案として、売場での消費者行動のデータ取得や
商品を触るとデジタルサイネージで個人向けマー
ケティングなどのアイデアが挙がっている。
　④の標準化は世界基準にするため今後重要な課
題。目標は25年までに参加コンビニ企業の年間
取扱商品(1000億枚/年)にRFIDを実装。18年
には｢ドラッグストアスマート化宣言｣としてド
ラッグストアも参画し、小売業を幅広く巻込む動
きとなっており、関連企業の動向に注目。 (高橋)

社会問題の解決を図る手段のRFID ドラッグストアも参加し小売業を巻込む動きに
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特集2

　株価の動きは一直線ではなく、ジグザグを繰り
返しながら上昇基調や下落基調といったトレンド
(方向)を形成していく。形成されたトレンドは
一定期間継続するが、やがて転換する。
　トレンドを把握するための方法の1つに移動平
均線の利用がある。移動平均線は、ある一定期間
における株価の平均値を連続化したものである。
株価に遅行して動く性質上、株価が上昇基調にあ
るときは株価の下に位置し、下落基調にあるとき
は株価の上に位置する。株価をもとに算出してい
るため、客観的にトレンドを把握することが可能
な便利ツールだ。

　株価と移動平均線との位置関係の変化から、ト
レンド局面を6分類したものが(第1表)である。

　移動平均線のパラメーターは、約3カ月間の株
価の平均値となる13週移動平均線と、同6カ月
間の26週移動平均線を使用する。トレンド局面
は、基本的には(第1表)に記載した順序通りに進
行するが、市場予想を上回る業績が発表された時

や、その逆の場合などは急激な株価変化によって
局面を飛び越えたり逆行することもある(①から
③、ⅢからⅡなど)。

　東証１部の個別銘柄を局面ごとに分類したもの
が(第2表)である。上昇基調を長期間継続できる
銘柄は、企業業績が好感されている場合が多い。
好業績に対する投資家の安心感や、将来の成長を
期待して買い需要が継続しやすいためである。

(北原)

移動平均線は方向把握の便利ツール

基本的に局面進行は順序通り

上昇基調の銘柄にみられる特徴

「個別銘柄のトレンド局面」6分類「個別銘柄のトレンド局面」6分類



銘柄
スクリーニング
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◇今期の予想経常利益を上方修正、株価が上昇基調または戻り歩調にある銘柄
（選択条件）
・東証1部で、直近3カ月で今期の経常利益計画（会社予想）を上方修正、
・株価が上昇基調（価格の高い順に株価、上向きの13週線、26週線、52週線の順に並ぶ）、または戻り歩調
（直近安値からの反発で、株価がその上に位置していた上記のいずれかの移動平均線を上方ブレイク）、
これらの銘柄の中から選択。

経常利益を上方修正した東証1部銘柄経常利益を上方修正した東証1部銘柄
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10月の
スケジュール 下旬発表予定の9月期決算動向に注目下旬発表予定の9月期決算動向に注目


